
この度は、当製品をお買い上げいただきまして、誠に有り難うございます。正しく安全にご使用いただくために、この
取扱説明書を必ずよくお読みください。また、この取扱説明書は、いつでもご覧いただけるよう大切に保管してください。

組立・取扱説明書

JX�����

誤った取り扱いをすることによって生じる内容を次のように区分しています。
内容をよく理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守りください。

気をつける

してはいけない

しなければならないこと

図記号の意味

床面を保護してください。
設置場所にご注意ください。

設置環境にご注意ください。

換気をしてください。

屋内でご使用し
直射日光に注意してください。 破損した状態でご使用しないでください。

踏み台代わりにしないでください。

商品の設置面を床面に完全に
接着させ、水平で安定した場
所に設置してください。

ストーブなど火気の近くで使用
しないでください。火災や変
形、変色の原因になります。

屋内でのご使用いただき、直射
日光やエアコンの風が直接当た
らないようにしてください。
変形・変色の原因になります。

天災などの不可抗力や、不当な
修理・改造による故障・破損に
対する補償等は致しかねます。

開梱した際、製造時に使用した
接着剤や塗料などの臭気が残っ
ている場合があります。
アレルギー症状などを起こす場合
もございますので、換気を十分に
して取り除いてください。

フローリングなど傷つきやすい
床には敷物を敷くなどして
ご使用ください。床を傷つ
けたり、稀に色移りする原因と
なります。

人が本商品に乗ったり無理な力
をかけた場合、破損・ケガの原
因となります。

使用上の注意 下記の事項を必ずお守りください。守らず破損・事故を起こしたり
ケガを負った場合、当社は一切責任を負いかねます。

生産国：中国

表示者

本品を購入者以外の方がご使用になる場合、取扱説明書をよく読んでから使用していただくよう、ご指導く

ださい。また、第三者に本品を譲渡・貸与される場合は、取扱説明書を必ず添付してください。

購入者以外の方がご使用になる場合

安全にご使用いただけるよう、必ず定期的に点検をしてください。

保守点検に関する注意

2022.02

当製品をお使いになる前に必ず読み
正しく安全にお使いください

２名以上でお組立ください。

注意
◆以下の事にご注意ください。
　水分、油、洗剤等が付着した場合、腐食やカビ、変形、変色の原因となりますので、素早く拭き取って下さい。
◆表面が汚れた時は、水拭きで汚れをふき取ってください。その後乾いた布を使い乾拭きしてください。
◆シンナーやベンジンなどの有機溶剤を含んだ布などを使用でしないください。
　表面仕上げに変色や変形、はがれが発生することがございます。
◆本来の使用目的以外のご使用は、おやめください。
◆本品を廃棄される際は、お住いの自治体の取り決めに基づいた処理をお願い致します。



【はじめに】
部品がすべて揃っているかをご確認ください。

組み立ての際は注意事項をよくお読みいただいた上で組み立てを始めてください。

【部品内容】
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●ドライバーを使用します。
ネジ穴の大きさに合ったドライバーをご使用下さい。
ネジ穴に合わないものをご使用になると、ネジ穴をつぶしてしまう場合があります。

①床板（左右）ｘ各1

左右

②床板（中央）ｘ1 ③センターフレームｘ2

④サイドフレーム（左右）ｘ2

⑤背板（左右）ｘ各１

左 右

⑥背板（中央）ｘ１

アジャスター有 アジャスター無

⑦フロントフレーム（左右）ｘ各１
左

右

a, ボルト
Ｍ8ｘ35mm×8

予備 ×2

f , 受けナット
Ｍ8ｘ15mm×20

予備 ×2

b, ボルト
Ｍ8ｘ25mm×12

予備 ×2

c, ボルト
Ｍ8ｘ15mm×28

予備 ×2

L 字金具 ×12 平型金具 ×2

背クッション×3

座面クッション×3

梱包4-1

梱包4-3/4-4

梱包4-2

ネジ穴隠し
シール ×24

予備 ×2

フェルト
×4
予備 ×2



- 3 -

f

f

f

f

f

f

①床板（左右）、②床板（中央）を図の様に並べ③センターフレームを
b, ボルト・f, 受けナットを使い、取付けて下さい。
※b,f , ボルトはドライバーを 2 本使い両側から締めます。

1.

①

①
②

③

③

幅の長い方が下

左

右

b

b

b

b

b

b

幅の長い方が下

ドライバー
2 本使用

受けナットは
奥側から取付

床板に表裏があります。
ネジ穴にくぼみのある方が
奥側になります

手前
奥

床板（中央）はネジ穴が
4つある方を上向きに

組み立てる時は敷物を敷いて、床・本体に傷がつかない様にしてから組立て下さい。
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図の位置に脚を回し入れ、取付けて下さい。
アジャスター有脚は外側 4 本・アジャスター無脚は中央 4 本2.

アジャスターは左右に回す事で
高さの微調整が可能となります。
フレームのバランスを見ながら
高さの調整を行って下さい。
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本体をゆっくり起こし
図の位置に L 字金具の端が揃うように c, ボルトで取付けて下さい。
④サイドフレームを図の位置に c, ボルトで仮締めで取付けて下さい。

3.
端が揃うように

取付

L字金具

④ ④

c c c c

c

c

c

c

c

c
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工程３で組み立てた本体に、⑤背板 ( 左右）と⑥背板を c, ボルトで図の位置に取付けて下さい。
⑤⑥を平型金具と c, ボルトで連結させて下さい。
⑦フロントフレームを a, ボルトと f, 受けナットで取付けて下さい。

4.

⑤ ⑥ ⑤
左 右

平型金具

c c c c

cc

⑦ ⑦
左 右

a a a a a a a a

ffffffff
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④サイドフレームと⑤背板を L 字金具で連結させます。
最初に④サイドフレームへ L 字金具を取付、背板のネジ穴の位置までサイドフレームを
持ち上げ c, ボルトで取付て下さい。
背板と連結した後、サイドフレームの高さを水平に整え本締めをして下さい。

5.
金具とネジ穴の
位置を合わせ取付

上下させる

c

c

c

c

連結後、水平にし
本締め

⑤ ⑤
左 右

④
左

④
右
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クッションを図の位置に配置し、完成となります。
※クッションの無い状態で背もたれへ強い力をあたえない様にして下さい。

6.






